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一

…
年
一
段
の
吐
町

一

新
年
あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一

m
m
役
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o
e
i
l
-
-
4
l

o
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一

わ
が
大
村
市
は
ど
承
知
の
よ
う
に
、

軍
都
か
丙
農
村
都
市
の
形
体
を
た
ど
り
、
現
在
で
は
と
れ
を
含
む
近
一

行

開

市

じ

剤

一代
都
川
つ
く
り
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
り
ま
す

。

一

発
…
何
十
げ

二
市
民
待
望
の
大
村
火
力
発
電
所
の
設
置
に
つ
つ
い
て
、
昨
年
八
月
に
は
大
村
耐
火
株
式
会
社
の
本
格
的
操
業
も
開
始
せ
ら
れ
、
加
え
て
短
時

一

山
川
，
平
山
川
川

一
閣
の
，っ
ち
に
申
央
か
月
文
化
経
済
の
新
し
い
息
吹
き
と
、
観
光
面
に
大
き
な
働
き
か
け
を
す
る
大
村
空
港
の
発
足
は
動
か
し
が
た
い
県
下
の
主

長
大
印
国
一
要
都
市
と
し
て
重
嬰
な
役
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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(ー)

伸
び
ゆ
¥
大
村
市
の
空
の
玄
関

(

〈

y
コ
プ
タ

ー

か

ら

撮

影

)

し
か
し
、
今
後
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
た
問

題
が
山
積
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

水
害
防
止
、
上
水
道
、
田
畑
潜
概
用
な

ど
多
く
の
目
的
を
持
つ
茸
瀬
の
多
目
的
ダ

ム
の
理
設
、
多
良
岳
総
合
開
発
な
ど
産
業

工
業
、
観
光
と
い
っ
た
都
市
づ
く
り
へ
の

必
須
条
件
が
、
着
々
と
具
体
的
な
計
画
の

な
か
に
生
み
だ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
大
村
市
と
し
て
、

財
政
面
に
陸
業
面
に
他
都
市
と
並
ん
で
ま
た
、
と
れ
以
上
の
実
績
を
持
つ
た

め
に
は
、
ま
ず
県
下
と
レ
て
は
他
に
求
め
得
ぬ
、
と
の
広
い
土
地
に
基
幹
産
業
の
誘
致
を
は
か
る
乙
と
で

あ
り
ま
す
。

と
の
よ
う
に
数
年
来
、
機
会
を
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
た
こ
の
明
る
い
希
望
あ
る
夢
が
現
実
に
具
体
化
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
の
ぞ
み
、
と
の
飛
闘
す
べ
会
新
春
ぞ
迎
え
て
、
一
層
の
決
意
を
持
っ
て
住
み
よ
い
大
村
市
建
設

に
努
力
い
た
し
た
い
と
念
願
い
た
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ど
指
導
と

ど
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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奇
術
や
童
話
で
お
祝
い

-
成
人
式
に
は
誘
い
合
せ
て
・

と
と
し
社
会
人
と
し
て
人
生
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
、
成
人
者
を
お

祝
い
す
る
岡
和
三
十
五
年
の
成
人

式
は
一
月
十
五
日
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
申
央
会
民
館
で
つ
ぎ
の
と

お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

と
ん
ど
の
成
人
骸
当
者
は
昭
和

十
四
年
一
月
十
六
日
か
』
人
間
十
五

年
一
月
十
五
同
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
成
人
者
に
は
案
内
状
ぞ
差

し
上
げ
ま
す
が
、
も
し
案
内
状
が
央
小
学
校
生
徒
)
奇
術
(
吉

届
い
て
い
な
い
人
で
も
骸
当
の
か
一
回
天
信
氏
、
長
崎
市
役
所
勤

た
は
ど
出
席
く
だ
さ

い

。

一

務

)

ム
式
典
午
前
九
時
三
十
分

1
一
な
お
、
当
日
出
席
し
た
か
た
に

十

一

は
県
か
ら
贈
ら
れ
た
成
人
手
帳
を

ム
弁
論
大
会
午
前
十
時
(
ヱ
差
し
上
げ
ま
す
.

一

時

一

(

市

教

委

)

ム
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
十
一

時
一

}
t〈
5
t
i
t
l
}
i

J
十
一

時
五
十
分
日
コ

l
ラ一

成
人
穏
当
者
数

ス

(
竹
箇
の
会
)
重
時
(
申
一地
区

人
数
の
順

ム
三
浦
三
ニ
(
男
一
五
、
女
一

七
)

ム
鈴
田
三
ニ
(
男
一
八
、
女
一

四
)

ム
本
庁
二
五
七
(
男
一
三
O
、

女
一
二
七
)

ム
西
大
村

二
四
一
(
男
一
二
九

女
二
ニ
)

ム
竹
松
一

O
八
(
男
五
一
、
女

五
七
}

新

春

を

詠

む

島

崎

幸

彦

ひ
そ
や
か
吃
朽
葉

の
う
へ
を
水
ゆ
り
わ

多

良
山
中

の
川

の
み
在
も
と

葬
れ
て
ゆ
く
需
の
か
在
た
吃
現
は
る
る

仰

の
縁
は
婆
生
な
る
ら
し

西
海
橋
の
ア

1
チ
が
銀
吃
輝
き
℃

今
朝
沖
波
の
う
へ

陀
浮
き
た
わ

盟轟盟

成
人
者
に
よ
る
公
明
選
挙

れ
封
印お

の

弁

論

会

と

映

画

会

ま

す

。

0
・:松
飾
り
に

昭
和
三
十
五
年
の
成
人
式
を

憲

一

場

所

中

央

公

民

舘

と

そ

の

番

も

匂

う

義
お
ら
し
め
併
せ
て
公
明
選
挙
推
一
一
一
大
村
、
東
彼
、
諌
阜

、

北

高

地

ご

家

庭

で

は

、

も

進

の

た

め

、

「

公

明

選

挙

推

進

新

一

区

予

選

〕

う

一

年

の

計

が

樹

有
橋
者
弁
論
会
」
を
つ
ぎ
の
と
お
一
期
日

一
月
十
六

日

一

て

ら
れ
、
決
意
も
新
た
な
る
も
の

り
開
山
附
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知
一
時
間
午
後

一
時

か

ら

一

が

あ
る
と
恩
コ
。

ら
せ
し
ま
す
。

一場

所

中

央

公

民

館

一

0
・
:
位
の
内
は
、
ど
こ
も
信
始

〔
大
村
市
予
選
〕

一な
お
、
一
月
十
六
日
は
弁
論
会
終
一客
で
賑
う
。
賑
う
ほ
ど
に
旧
年
の

期
日
一
月
十
五
日

一了
後
映
画
一
ア
ン
デ
ス
手
越
え
て
ニ
懐
古
か
ら
新
し
い
年
に
対
す
る
抱

時
間
成
人
式
に
引
続
き
実
施
一
(
総
天
然
色
)
を
上
映
し
ま
す
。

一負
と
希
望
が
語
ら
れ
、
そ
の
た
め

-

一

--

-
-
Y
5・一
酒
の
ま
わ
り
が
オ
ー
バ
ー
気
味
と

泊
れ

E
q

今
年
成
人
一
月
一
日
か
ら
昭
和
十
五
年
十
二
月
一な
り
、
翌
同
は
頭
が
上
ら
ぬ
、
結

七

;

一

式
を
迎
え
ら
一一二十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

一果
と
な
っ
て
し
ま
v

立

と

う
い
う

来

葬

れ
た
新
有
権
一

一時
の
妙
薬
は
、
古
く
か
ら

、

薬

オ

冷

者

及

び

昭

和

一

ム
締
切
智
昭
和
三
十
五
年

一か
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

者

ば

三

十

五

年

中

一
二
月
五
日
(
当
円
付
消
印
の
あ
る
一

O

鎌
倉
時
代
の
将
軍
源
実
朝

雀

花

に

澗

二

十

三

も

の

有

効

)

一が
、
ふ
っ
か
よ
い
の
た
め
、
猛
烈

有

感

に

達

芝

育

一

A
提
出
先
東
京
都
千
代
田
区
霞
一な
頭
痛
を
お
乙
し
、
養
生
に
乙
ま

1
1

の

年

男

女
を
対

一

一

っ
て
い
た
と
乙
ろ
、
栄
問
禅
師

と

の

挙

象

に

「

新

有

一ヶ
関
一
の
ニ

一妙
薬
と
し
て
茶
の
効
用
を
す
す
め

年

年

選

権

者
」
と
し

一自

治

庁

選

ご

附

一
日い
で
に
「
喫
茶
養
生
記
」
と
い

今

来

、

ュ

一

一

て
の
感
閣
文
一

〈
発
表
四
月
五
日
入
選
者
に
一世つ茶
の
効
用
そ
説
い
た
一

巻
の
曹

を、

広
く
全
国
か
品
募
集
す
る
と

一通
知

一物
を
贈
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。

と
に
な
り
ま
し
た
。

一

一

0
・:
栄
河
糊
師
は
、
わ
が
国
仏

一
ム
賞
一
等
一
万
五
千
円

一
人
一

募
集
方
法
な
ど
は
つ
ぎ
の
と
お
一

一教
の
一
派
、
臨
済
宗
を
起
し
た
開

り
で
す
か
ら
、
多
数
応
募
し
て
く
一
二
等
五
千
円
二
人
、
一
二
等
一
ニ
千
円
一
祖
で
、
二
十
八
才
の
と
き
、
筑
前

だ
さ
い
。

一
二
人

一博
多
か
ら
シ
ナ
の
宗
の
国
に
渡
つ

ム

感

掴

文

の

標

題

制

限

な

し

一

一

で

帰
朝
の
際
.
み
や
げ
も
の
の
一

八心
感
組
文

ω内
容
新
有
権
者
一

ム
応
募
上
の
内
意

.

一

つ
と
し
て
、
茶
の
種
み
移
入
じ
、

と
し
て
の
選
挙
に
対
す
る
自
覚

一

①
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
(
ふ
一
筑
前
の
背
振
山
に
ま
い
て
茶
畑
ぞ

A
枚
数
二
百
字
詰
崎
稿
用
紙

一

一

作
J
、
全
国
に
ひ
ろ
め
た
、
夫
あ

一り
か
な
を
附
す
)
性
別
、
生
年
月

一

l

十
枚
ま
た
は
四
百

字

詰

原

稿

用

紙

一

一

る

(

吾

妻

鏑

)

五

枚

以

内

一

日

お
よ
び
職
業
(
具
体
的
に
書
く
一

O

茶
に
関
す
る
害
物
で
は
、

A
応
募
資
格
昭
和
十
四
年
二
と
と
。
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
一
わ
が
国
最
初
の
も
の
と
い
え
る
よ

}
j
j〈
i

一
学
部
お
よ
び
学
年
を
響
く
と
と
こ
う
で
、
と
の
書
物
の
な
か
に
「
茶

一を
、
原
稿
末
尾
に
記
入
す
る
乙
ど
一
は
整
生
の
仙
一
晶
子
な
り
、
延
齢
れ
妙

五
五
(
男
二
七
、
女
二

一

一

術
な
り
、
山
谷
乙
れ
そ
生
ず
れ
ば

一
(
制
限
枚
数
以
外
で
す
)

一

一

一
そ
の
m
m
神
慰
な
り
、
人
倫
こ
れ
を

四
七
(
男
二
四
、
女
二
一
⑦
感
想
文
人
り
の
封
筒
に
は
、

一と
れ
ば
長
命
な
り
」
な
ど
と
、
。

一表
面
左
下
に
「
感
掴
文
在
中
」
と
一
つ
ば
ら
茶
J

伊
東
用
と
し
て
説
か
れ

五
二
男
二
六
、
女
ニ
一
記
入
の
と
と
・

一て
い
る
。

な
お
、
不
明
の
点
が
あ
れ
ば
大
村
一

0
・・
朝
食
の
あ
と
、
ふ
ぐ
よ
か

一
な
茶
の
香
り
の
な
か
に
、
茶
柱
そ

市
選
挙
管
理
委
員
会
(
市
役
所
内
一

一
み
る
と
、
そ
の
日
は
縁
起
が
よ
い

慣
脂
七
五
O
審
)
へ
お
た
ず
ぬ
く
一
な
ど
、
と
い
わ
れ
、
薬
用
ば
か
り

だ

さ

い

。

か

、

人

聞

の

感

情

生
活
に
も
か
か

さ
れ
ぬ
も
の
と
い
え
る
。

ム
萱
瀬

八
)

ム
福
重

一一一)

〈
仏
松
原

五
)

ム
大
村
部
隊
一
八
一

〈一
竹
松
部
隊
六

一

ム
航
空
隊
二
ハ

て

O
八
一
(
男
六
七
八
、

女
四
O
三
)

(
選
挙
管
理
委
員
会
)



一ま
し
た
。

一会
閉
緑
地
計
闘
を
立
集
中
で
す
。
一

太
年
度
の

土
地
改
頁
融
資
一
の
八
地
区
は
本
年
ゴ
一月
末
ま
で
に
一

す。

の
お
も
な
も
の
は
、
佐
古
の
川
排
一築
す
る
乙
と
と
た
り
、
本
年
度
分

一と
れ
に
よ
っ
て
着
々
工
事
情
進
め

一

現
在
、
二
百
回
線
延
長
二
十
二
一事
業

は
耕
地
務
理
、
農
地
の
造
一
完
工
の
子
定
で
す
。
一

ま
た
、

大
村
公
園
整
備
事
業
と一
水
路
改
修
、
水
王
町
、
杭
出
津
、
一と
し
て
階
下
庖
舗
(
十
四
一
戸
)
階

一ら
れ
で
い
ま
す
。

一万
四
千
八
百
日
が
市
道
と
し
て

一成
(
開
田
、
開
畑
)
農
道
、
水
路
一
団
体
営
土
地
改
一
艮
事
業

一し
て
、
掘
の
中
の
「
申
の
島
」
へ
一
伊
勢
町
の
側
縛
整
備
、
札
の
町

l
一
上
住
宅
(
二
十
五
日
'
)
J

の
鉄
筋
コ

一

都
市
計
画

H
将
来
大
村
市

一認
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
矩
改
一

の
改
良
な
ど
十
拙
区
士
て
六
へ

一
(
国
庫
補
助
に
よ
る
土
地
改
良
事
一の
か
け
橋
と
海
水
導
入
の
陪
き
ょ
一
下
波
一
回
線
の
簡
易
舗
装
、
水
主
町
一

ン
ク
リ

l
ト
四
階
建
そ
昨
年
十一

一そ
都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
発
展
一良
補
修
、
お
よ
び
舗
装
帯
実
施
し

一ク
タ
ー
ル
、
吃
抗
回
数
百
二
十
二

一業
)
は
本
年
度
は
実
掘
し
ま
せ
ん

一な
ど
そ
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
杭
山
津
線
の
簡
易
制
装
な
ど
で
、
一月
に
着
工
し
、
本
年
三
月
末
に
は

新
農
山
漁
村
建
設
に
つ
い
て
-
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
七
月
ご
ろ
ま

一さ
せ
る
か
と
い
う
と
と
を
計
画
し

一
て
き
ま
し
た
が
、
主
県
幹
線
一
路
一一戸
、
事
業
刊
八
百
七
十
一れ
万
八
千
一
で
し
た
が
、
三
十
二
年
災
害
の
復

一名
実
と
も
に
立
派
な
会
闘
が
で
き
一

本
年
一一
一月
中
に
は
ほ
と
ん
ど
完
了

一
完
成
の
予
定
で
す
。

て
は
、
作
一巾
刊
州
域
(
例
大
付
、

一

郡

川

下

流

域

は
農
業
用
水
(で
に
は
基
本
計
画
の
作
成
を
絡
り

一推
進
す
る
た
め
、
昭
和
三
十
三
年
一
の
新
設
、
改
良
を
し
て
商
業
、
観
一円
、
州
資
頒
六
百
六
十
七
万
八
千
一旧
工
事
完
了
の
見
通
し
が
つ
き
ま

一あ
が
る
と
と
に
な
り
ま
ず
。
一
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
つ
づ
げ
て
一
な
お
、
乙
の
住
宅
の
解
体
資
材

竹
似
)
北
州
域
長
問
、
福
長
、
一
が
地
下
γ
浸
透
し、

干
筈
に
悩
ま
一
あ
ら
た
め
て
、
実
施
計
画
が
た
て

十度
に
各
種
調
査
存
実
施
し
ま
し
た
一光
刊
一聞
の
道
路
と
し
て
役
-立
た
せ

一同
で
、
完
了
し
た
地
区
は
笹
川
場
一し
た
の
で
、
昭
和
三
十
五
年
度
に
一

失

業

対

策
事
業
と
し
て
道
一

い
ま
す
。

一
で
低
所
得
者
の
た
め
池
田
郷
に
低

限
唄
}
が
予
川
地
域
と
レ
て
指
定

一さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
不
足
用
一
ら
れ
る
予
定
で
す
。

一の
で
、

ζ
の
調
査
そ
基
礎
に、

長
一る
た
め
、
そ
の
十
カ
年
計
繭
存
立
一
地
区
(
州
地
を
水
凶
に
改
良
)
縛

一実
施
す
る
よ
う
四
地
区
ぞ
設
計
じ

一路、

排
水
路
、
港
湾
埋
立
、
公
園
一
建
築
関
係
は
市
営
駅
前
住
宅
一
家
賃
住
宅
二
十
一戸
を
建
設
し
ま
し

を
受
け
、
さ
ら
いL
本
培
、
中
央
地
一
水
川
最
や
そ
の
対
策
な
ど
を
た
て
一
大
多
武
台
地
の
水
源
開

一崎
県
お
よ
び
建
設
省
と
再
三
協
議
一策
巾
で
す
。

一限
的
区
底
辺
、
水
路
の
改
良
二
準
備
者
進
め
て
い
ま
す
。
一
清
掃
存
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
一
を
公
営
住
宅
建
設
事
業
と
し
て
改
定
。

域
(
大
内
、
開
拓
岨以内
)
南
地
域

一る
た
め
、
本
年
度
か
月
農
桝
省
、
一
発
調
査
H
申
央
地
域
は
特

一し
た
り
、

現
地
調
査
を
行
な
い
、

一

下
水
道
計
画
は
本
年
度
百
十
四

一
の
二
川
区
で
、
歪
果
的
二
百
七
十
一

都
市
計
画
事
業
と
し
て
は

一

一一一
一一一一一
一一一一一
一一一一一一一一一一一一一
一一
一
一一一一一一
一一一一
一一言一
一=一
一一一一一一一一一一
一一一
一三一一一一一一一一一
一一
一
一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一三一一一=一一一一一一一
一一一一
一
一一一一一
=一一一一一一
一一一一一一一=一三一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一
一一一一一一
一一一
一一一一一一一一一
一一一一一日

(
鈴
回
、

三
浦
)
が
予
備
地
域
に
一
長
崎
闘
で
、
川
川
流
域
脱
業
用
水
一
に
畑
地
が
多
く
水
田
も
水
不
足
に

一商
業
、
住
居
、
工
業
な
ど
の
地
区
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計
画
灰
域
と
し
て
一
六
万
円
、
融
資
額
百
九
十
一一一万
八

一駅
前
か
ら
本
堂
川
橋
間
約
七
百

一

μ
、
脳
設

ω面
積
三
千
平
方

M

憎
定
さ
川
ま
し
た
の
で
、
両
地
域
一
調
査
雲
大
脳
ず
あ
と
と
と
な
り
、
一
悩
ん
で
お
り
、
畑
作
が
不
振
で
あ

一帯
調
べ
、
土
地
利
用
計
画
を
た
て

一本
年
末
ま
で
に
計
画
案
一
る
予
定
一千
円
、

受
話
回
数
四
十
七
戸

(十

一M
川
の
片
側
制
装
を
着
工
中
で、

処
理
方
法
は
ネ
オ
加
担
式
促
進
消

内
の
宣
伝
一
時
発
、実
態
調
査
、協
議
一
地
下
水
、
地
質
制
背
が
行
な
わ
れ
一
り
ま
す
の
で
、
経
営
安
定
の
た
め

一る
と
と
も
に
、
併
せ
て
街
路
計
画
一
で

す

。

七

二

ニ

ヘ

ク

タ

ー

ル

)

で

、
残
り
一本
年
三
月
末
に
は
完
成

の

予

定

で

化

法

で

、

処

理

量

は

一

日

二

十
七

会
の
結
成
お
よ
び
基
本
計
画
を
完
一
て
い
ま
す
。
な
お
来
年
度
も
引
き

一水
源
開
発
の
必
要
が
あ
り
)
農
業

J
リ
ッ
ト
ル
(
百
五
十
名
)
工

了
し
、
と
の
基
本
計
一削
令
も
と
に

一
つ
づ
き
調
査
さ
れ
る
予
定
で
す
。
一用
溜
池
を
築
造
す
る
と
と
を
計
画

事
費
総
額
は
三
千
八
百
七
十
八
万

特
別
助
成
汁
画
、
淳
氏
本
抑
制
回

一
と
の
調
査
の
的
果
、

根

本

的

な

一

し

、

そ

の

調

査

の

た

め

の

準

備

調

円

?

す
。

を
た
亡
て
い
ま
J
。

一同
地
域
的
加
が
い
用
水
対
策
が
た
一
査
を
実
施
申
で
、
関
係
方
面
に
折

一
方
北
‘
間
一
地
域
は
本
年
特
別
一
て
ら
れ
、

広
大
町
穀
倉
地
帯
が
で
一衛
し
て
い
ま
す
。

助
成
実
服
地
域
と
し
て
、
事
業
そ
一き
る
と
と
に
な
り
ま
す

。

一

萱

瀬
ダ
ム
建
設

H
貯
水
量

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
北

一

多
良
岳
総
合
開
発
は
農
林
三
百
三
万
ト
ン
に
お
よ
ぶ
賀
綱
多

地
域
で
は
松
原
嶋
協
の
魚
現
施
設

一省
で
昭
和
三
十

一
年
度
か
ら
調
査
一
目
的
ダ
ム
建
設
は
、

昭
和
三
十
三

西
地
域
で
は
西
大
村
の
集
荷
所
建
一
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一応一
年
か
ら
調
査
が
は

新
民
山
漁
村
の
建
設
を
推
進

都
以
計
画
に
合
せ
て
工
業
地
区
に
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と
れ
が
完
成
す
る
と
、
し
尿
が

衛
生
的
に
完
全
処
理
が
で
き
、
市

1t'40

・tuft
s-
1a
!
1
1u
'
;
'
i
'
11
1
t
a
f
t
'i
'Aga-u
'EV

内
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
大
き
な

一十
九
地
区
、
施
設
八
十
六
地
区
二

一
八
十
八
万
九
千
円
で
一ニ十
四
年
度

一彼
杵
ま
で
往
復
四
十
二
・
九
七
五

役
割
を
果
し
、
赤
痢
等
の
伝
染
病

一
政

時

…

一億
一
千
四
百
九
十
四
万
凶
千
円
)一
末
ま
で
に
八
百
十
地
区
三
千
六
百

一
キロ
M
川
の
区
聞
を
公
認
マ
ラ
ソ
ン

発

生

の

防

止

、

寄

生
虫
卵
の
撲
滅

一帯
完
了
し
、

残
り
の
施
設
十
二
地一

一二
十
八
万
九
千
円
を
完
了
乃
予
定

一
コ
1
ス
と
し
て
日
本
陸
上
初
技
連

一

巻
果
す
と
と
が
で
き
、
明
る
い
飽

き

れ

い

に

な

る

道

路

一区
三
千
四
十
八
万
四
千
円
は
昭
和
一
で
、

残
り
の
十
一
地
民
百
五
十

二

盟
へ
認
定
書
簡
し
て
い
ま
す
。

一

康
な
生
活
が
で
き
る
と
と
に
な
り

句

一
三
十
五
年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
一
万
円
は
国
庫
補
助
事
業
と
関
連
が
一と
れ
が
認
定
さ
れ
ま
す
と
各
種
大

一

ま
す
。
な
お
、
し
尿
の
完
全
処
理

騨
昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
五
日
一
ま
た
、

農
林
関
係
の
災
害
復
旧
一未
曾
有
の
災
害
の
後
始
末
も
本
年
一
あ
る
た
め
、

工
事
施
行
が
で
き
ま

一会弘
正
夫
施
す
る
と
と
が
で
き
、
本

一

の
結
果、

肥
料
の
生
産
が
で
き
ま

川
災
害
の
復
旧
状
況
は
土
木
関
係
の
一
事
業
の
う
ち
国
庫
補
助
事
業
は
総

一に
は
終
る
と
と
に
な
り
ま
す
。
一
せ
ん
が
、
昭
和
三
十
五
年
度
に
は

一市
の
陸
上
競
技
の
振
興
に
大
き
な
一

す
の
で
、
と
れ
ば
農
家
に
利
用
し

附
公
共
災
害
で
総
額
百
六
十
五
カ
所
一
額
百
六
十
地
区
(
農
地
五
十
九
地
一

小
災
害
の
市
単
独
事
業
は
、
一完
了
で
き
ずれ
見
込
み
で
あ
り
ま
す

一役
割
や
果
す
と
と
に
な
り
ま
す
。

一

L

J
い

て
い
た
だ
く
と
と
に
な
り
ま
す
。

湘

一
位
五
千
六
百
四
万
一
千
円
で
、
一
区
七
十
八
二
ニ
へ
ク
タ
l
ル、

施
一総
額
八
百
二
十
一
地
区
三
千
七
百
一

一

一

八

0
1

(

保
険
衛
義
)

引
昭
和
三
十
三
年
度
ま
で
に
百
三
十
一
設
百
一

地
区
)
事
業
費
二
億
五
千
一

ー

「

一

切
支
所
一
億
二
千
八
百
十
万
三
千
一
七
百
七
十
六
万
六
千
円
で
関
係
万
一

順

調

な

校

舎

の

整

備

一

敬

老

院

へ

贈

物

一

一
A
園
児

遊

戯

、

通

行
さ
れ
る
場
合
は
気
を
つ
け
て

剖
円
(
八
二
%
)
が
完
了
し
、
昭
和
一
面
の
ど
協
力
で
着
々
遊
行
し
て
来

一

一

泊
年
9
月
日
日
1
9
月
包
日
一

ム
作
文
二
三
点
西
大
村
小
学
校
一

回
、
中
央
、
さ
域
保
育
所

一

く

だ

さ

い。

ロ
三
十
四
年
度
に
二
十
カ
所
千
八
百

一ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
一一語
度
末
一学
校
施
設
の
整
備
で
大
村
中
学
一
ン
ド
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

一ム
グ
リ
ゲ
ン
三
五
本
武
部
郷
一
六
年
二
組
山
口
先
住
外

一心
一周
た
た
き
八
本

本
町

宮
村
一
午
前
七
時
、

十
一

時
一一一
十
分
、
午

川

三
十
二
万
九
千
也
管
実
施

(

v

っ
ち
一
ま
で
に
五
八
%
を
完
了
し
昭
和
三

一校
と
中
央
小
学
校
の
新
築
は
い
ず
一
で
整
備
、

と
れ
は
約
三
千
五
百
人

一

山
口
太
郎

一
A
菓
子
、
チ
リ
紙
一
ニ
一一一袋

畏
安
一

連
甑

(以
h
椴
称
略
)
一
後
三
時
、

五
時
一ニ
十
分
、
九
時
、

主

十

吉

宗

完
工
、
残
り
一ニ
カ
所
一
十
四
年
度
は
農
地
十
二

・一

へ
ク
一れ
も
本
年一ニ
月
末
に
は
完
成
し
ま
一を
収
容
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
一ム

浄

器
、
小
歌
、
三
味
線
慰
問

一

左

翼

婦

人
会
員
四
名

一

t
i-
-
j
j
i
一
十
一
時
三
十
分

は
本
年
三
月
末
ま
で
に
完
成
H
九一

タ
ー
ル
、

施
設
二
十
四
拙
区
七
千
一す
。

一本
年
中
に
は
間
競
技
場
の
整
備
を

一

上
小

路

浦
郷
鋭
平
外
二
名

一ム
映
耐
観
賞
招
待

本

町
松
竹
舘

一

萱
湖
ダ
ム
の
燥
破
作
業

葉
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す

四

%
)
し
、

あ
と
の
八
カ
所
九
百
一
百
六
十
四
万
二
千
円
の
事
業
を
進
一

体

育

関

係

で
は
市
営
陸
上
一終
る
と
と
に
な
り
、
楽
し
く
競
技
一ム
ま
ん
じ
ゅ
う
四
二
袋
大
村
市
一

八

木

盟

の

で、

警
戒
員
の
指
示
に
従
つ

六
十
万
九
千
円
は
昭
和
三
十
五
年
一
め
て
お

υ、
本
年
三
月
末
ま
で
に
一競
技
場
の
整
備
ぞ
第
二
年
目
と
し

一を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一

社
会
福
祉
協
議
会

一ム
タ
バ
コ
五
八
八
本

て
く
だ
さ
い
。

度
以
降
実
施
の
予
定
で
す
・

一
は
総
工
事
量

ω八
八
%
(
農
地
五

一
て
、
東
側
入
口
か
ら
南
側
ヘ
ス
タ
一

ま
た
、
市
営
陸
上
競
技
場
か
ら
一

心
三
、
三
O
O円
県
社
会
福
祉

一

事
務
所

(

萱

瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所
)

一

近

代

都

市

造

り

に

努

力

川

ー

@

昨

年

は

昭
和
三
十

-
一年

の
七
月
水
害
復

旧

に
努
力
す

る
と
よ
」も

に
近

代

都

@

川

@

市

建

設
を
同
様
に

施

策
を
行
在

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
さ
ら

K
、

市

@

川

川

@

そ
こ
っ
て
は
飛

躍

の
年

と

す

る
た
め
、
災
害
復

旧

の
総
仕
上
け
は
い
う
ま

@

@

で
も
た
く
、
都
市
建
設
の
基

礎

を
造

り

わ
け

る
た
め
の
事
業
計
一四

を

た

て

@

川

川

@

て

い

ま

す

。

@

本
年
で
総
仕
上
げ

近
代
施
設
で
し
尿
を

掃

ート

月

末

に

は

完

工

数
年
来
の
懸
楽
で
あ
っ
た
し
尿

一北
側
に
建
設
す
る
と
と
と
な
り
、

処
理
場
の
建
設
は
、
本
年
度
か
ら
一昨
年
十
二
月
一
円
着
工
し
、
本
年

来
年
度
ま
で
ニ
カ
年
継
続
事
業
と

一十

一
月
末
に
は
で
さ
あ
が
り
ま
す

し
て
市
内
森
閑
郷
じ
ん
芥
焼
却
場

一

乙
の
処
理
場
は
敷
地
在
千
平
方

パハ〉
J

州 市し賄側理場出社リ図

R

ハ

υト

〈
ハ

υH
ト

県
間
福
祉

茸
瀬
ダ
ム
恕
設
ム
一
事
の
た
め
つ

ぎ

ωと
お
り
爆
破
作
業
が
行
な
わ

れ
ま
す
の
で
、
工
事
現
場
付
近
を

お
も
な
施

一般
は
次
の
通
り
で
す
。

①
投
入
手
4

つ

②
混
合
そ
う

③
ポ
ン
プ
室
、消
化
そ
う
加
温
室
、

脱
水
室

④
ネ
オ
加
温
式
し
尿
消
化
そ
う

⑦
曝
気
沈
澱
そ
う

③
脱
硫
そ
う
及
び
ガ
ス
タ
ン
ク

⑦
加
温
そ
う
、
稀
釈
調
整
そ
ろ

@
高
速
散
布
摘
床

①
最
終
沈
澱
そ
う
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司

大
村
市
や
東

L'彼
杵
郡
の
各
同

筆
4
2
9者は
愛

4

名

「

¥
知
県
に
大
勢
就

国

職

し

て
い
る
。

と
と
に
学
校
卒
業
庄
は
毎
年

三
百
名
が
ら
の
人
が
就
職
し
て

い
る
が
、
本
年
は
経
済
事
情
が

全
国
的
に
上
向
き
傾
向
で
あ
る

か
ら
、
例
年
に
な
い
沢
山
の
求

人
が
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
、
就

職
促
進
に
備
え
て
、
昨
年
十
一

月
十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で
四

日
間
に
わ
た
り
、
就
職
促
進
対

策
協
議
設
長
の
大
村
市
長
さ
ん

が
団
長
と
な
り
、
吉
田
福
祉
事

務
所
畏
各
申
学
校
の
先
生
、
安

定
所
の
職
員
十
四
名
が
愛
知
県

一
宮
地
区
十
四
事
業
所
、
津
島

地
区
七
事
業
所
、
名
古
屋
市
二

事
業
所
、
刈
谷
市
一
二
事
業
所
を

く
わ
し
く
視
察
し
、
就
職
し
て

い
る
宵
少
年
達
を
激
励
し
た
。

士少
、年
美 、

人 少
に女

は
紳

わ
れ
わ
れ
視
察
団
が
事
業
所

や
懇
談
会
場
に
つ
く
と

「
あ
っ

市
長
さ
ん
だ
」
「
先
生
だ
」

と

皆
か
ん
声
ぞ
あ
げ
て
大
喜
び
で

迎
え
て
く
れ
た
ω

視
察
日
程
の
都
合
上
、
懇
談

時
闘
を
三
十
分
と
か
、
一

時
間

と
か
に
制
限
せ
ざ
る
ぞ
得
な
い

格
好
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
現

地
の
就
職
者
た
ち
は
、
郷
土
の

寄
り
を
い

っ
ぱ
い
心
に
つ
め
て

現
わ
れ
た
視
察
団
者
み
て
は
、

。
ゥ
ヮ
、

タ
ッ
タ
ア

1
4と
不

満
を
ぶ
ち
ま
け
て
い
た
。
気
の

毒
で
も
あ
り
、
残
念
で
あ
っ
た

と
う
し
た
短
い
時
聞
を
、
い

か
に
心
の
か
ょ
っ
も
の
に
す
る

か
、
観
察
団
も
祖
い
雰
囲
気
の

な
か
で
真
剣
な
話
合
い
を
続
げ

た
。
特
に
団
長
で
あ
る
大
村
市

長
さ
ん
は
、
い
つ
も
温
顔
を
ほ

と
ろ
ば
せ
な
が
ら
「
伊
勢
湾
台

風
の
被
害
は
l
、
病
気
は
し
な

か
っ
た
で
す
か
。
郷
土
出
身
の

皆
さ
ん
が
元
気
で
働
い
て
い
る

姿
を
み
る
と
本
当
に
心
強
く
思

い
ま
す
。
し
っ
か
り
が
ん
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
さ
れ
て

い
た
。一

緒
に
き
た
学
校
の
先
生
た

ち
も
こ
の
美
し
い

一
コ
マ
を
傍

で
な
が
め
て
、
つ
ぶ
や
い
て
い

た
。
「
ハ
ナ
タ
レ
だ
っ
た

B

君
が
あ
ん
な
紳
士
に
?
オ
カ
ッ

パ
だ
っ
た
K
子
さ
ん
が
め
ん
な

美
人
?
に
」
と
。
あ
と
で

o
先

生
、
お
久
し
ゅ
う
と
ざ
い
ま
し

た
。
と、

い
ん
ぎ
ん
な
あ
い
さ

つ
に
先
生
た
ち
は
ち
ょ
っ
と
ま

ご
つ
い
て
返
礼
し
て
お
ら
れ
た

ど
こ
の
会
場
で
も
懇
談
に
入

っ
て
か
6
時
間
り
た
つ
の
が
早

か
っ
た
。
話
は
作
業
の
内
容
や

賃
金
、
故
郷
の
友
だ
ち
の
話
な

ど
に
花
が
咲
い
た
。

津
島
市
で
は
津
島
職
安
の
キ

モ
人
り
で
、
大
村
市
出
身
者
約

百
五
十
名
が
熊
ム
ロ
し
て
い
た
が

と
れ
に
は
市
長
さ
ん
も
ち
ょ
っ

b
f

幣
い
て
お
ら
れ
た
様
ナ
だ
っ

た
。
こ
こ
で
市
畏
さ
ん
は
出
向

地
区
就
職
者
合
員
に
対
し
て
津

島
職
安
を
通
じ
て
台
風
見
知
品

を
附
ら
れ
た
。

士口
同
市
福
和
事

務
所
長
さ
ん
は

o
市
政
た
よ

り

o
を
贈
A
れ
激
励
さ
・引
た

u

いの織
て仕布
い事な
るはど

女の
に繊
向維

ほ
と
ん
ど
か
、
南
方
か
月
輸

入
し
た
原
毛
か
ら
糸
を
作
り
、

着
地

γ
織
上
げ
ア

山
一凶
に
販
売

す
る
ま
で
の
作
業
で
あ
る
。
ま

た
男
子
の
方
で
は
、
機
械
の
運 大村市長から郷土の話を熱心に聞く大村出身の事t臨者たも

‘ ~ 

重21聞に勤
硲 j残よ務
関j業り時
二i 一間

話jiz 
詰 1~乏

き
れ
い
に
で
き
あ
が
っ
た
内
合
川

の
護
岸
と
副
首
工

千
円

1
四
千
円
ぐ
ら
い
の
手
取
事
業
主
の
声
も
、
つ
い
で
に

り
に
な
る
が
就
職
笠
ニ
カ
月
ぐ
聞
い
て
み
た
ら
、
長
附
県
の
人

ら
い
で
昇
給
す
る
。
な
お
、

時
た
ち
は
優
秀
だ
、
特
に
大
村
の

間
外
に
働
い
た
場
合
ば
相
当
の

人

た

ち
は
純
朴
で
温
和
で
あ
る

牧
人
に
な
っ
て
い
る。

と
語
っ
て
く
れ
た。

本
年
三
月
の
中
学
卒
の
男
子

で
手
取
り
八
千
円
、

女
子
で
手

取
り
六
千
円
も
も
ら
っ
て
い
る

宥
が
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。

時
間
外
は
娯
楽
と
教
義
面
が

大
半
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
、
映

画
、
読
替
、
野
球
、
ピ
ン
ポ
ン

な
ど
¥
結
構
楽
し
ん
で
い
る
。

玄
ず
は
詳
裁
、
生
花
、
茶
道
を

習
い
、
花
嫁
修
業
に
粕
進
レ
て

い

ε。
あ
る
懇
談
去
の
府
上
立
派
な

背
広
を
き
て
い
た
青
年
が
い

た。

失
礼
と
思
っ
た
が

o
あ
な

た
は
、
い
つ
就
職
し
た
の
。

と
、
た
ず
ね
た
ら
。
大
村
職
安

の
世
話
で
、
今
年
七
月
就
職
し

た
。
毎
月
七
千
円
ぐ
ら
い
に
な

る
、
乙
の
禅
服
は
着
地
を
格
安

で
会
仕
か
ら
も
ら
っ
て
新
調
し

た
の
で
、
六
千
円
ば
か
り
で
で

雰
た
。
大
村
に
は
よ
い
仕
事
が

な
く
、
と
と
に
き
た
の
で
す
が

思
い
き
っ
て
、
き
て
よ

か
っ

た

o
と
喜
ん
で
い
た
。

一
県
外
就
職
を
し
て…

げ
よ
か
っ
た

一

各
会
社
と
も
健
康
保
険
、
失

業
保
険
、
厚
生
年
金
な
ど
社
会

保
険
に
加
入
し
て
い
る
。
ま
た

退
職
金
規
定
を
作
成
し
て
い
る

事
業
附
も
め
っ
た
。

賃
金
は
職
国
に
よ

っ
て
違
う

が
大
体
前
配
の
社
会
保
険
及
び

食
費
な
と
を
差
引
き
、
定
時
間

働
い
た
場
合
、
初
任
給
月
収
三

ニ
社
前
リ
臨
時
列
車
時
刻

発
(1
月
日
H

町
一引

(1
月
ロ
仁

大
村
市
の
玄
関
で
あ
る
駅
通
り
一
下
を
間
姉
、

一.
階
以
上
を
住
宅
と

1

街
の
美
化
と
商
業
の
発
展
を
は
か

一し
て
住
宅
四
十
七
一戸
、
目
制
二
十

f

リ

一
る
た
め
、
老
朽
で
危
険
で
あ
っ
た
一
六
一戸で
、
一
一
戸
当
り
の
坪
数
は
住
成

U
一駅
前
任
セ
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一宅
十
二
坪

(
六
帖
、
四
・
五
帖
の
完

郡

一
造
り
に
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま

一二
室
)
開
仰
九
坪
と
な
っ
て

い

ま

宅

問

一
し

た

。

子

。

E

一

と

の
住
宅

〔
大
村
市
営
駅
前
併

一

本
年
度
分
は
昨
年
十
一
月
十
一

1

一存
公
営
住
宅

(第
二
種
)
〕
は
昭

一日
着
工
さ
れ
、
延
坪
四
百
六
十
七
青
山

一和

二
十
四
年
度
と
三
十
五
年
度
の
了

0
九
一一一
坪
、
住
宅
二
十
五
一戸
、

駅

一
一
一
カ
年
継
続
事
業
と
し
て
工
事
が

一庖
舗
十
四
一戸
が
本
年
三
月
末
で
き

一進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

一あ
が
り
、
ひ
き
つ
づ
き
来
年
度
残

一鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四
階
建

一リ
延
四
百

一
・
七
七
一
一
昨
、
住
宅

一
延
町
八
百
六
十
八

・
八
六
四
坪
、

=一
十
二
戸
、
庖
舗
十
二
一
戸
が
建
設

住
宅
と
回
舗
の
併
用
住
宅
で
、
階

一さ
れ
る
予
定
で
す
。

(
建
設
課
)
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岩

松

A
V

停
車
時
聞
は
各
駅
と
も
三
十

秒
位
で
す

松
山
り
に
臨
ん
で

だ
れ
で
も
欲
望
の
な
い
人
は
な

い
、
そ
の
た
め
不
卒
不
満
は
あ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
抑
制
し
、

自
己
の
感
情
を
こ
ろ
し
て
い
く
生

活
が
人
間
修
行
だ
と
思
っ
た
。

そ
の
目
的
は
明
る
い
希
望
の
な

か
に
未
来
の
光
明
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

青
少
年
の
不
良
化
防
止
、
木
人

の
将
来
、
家
庭
の
経
済
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
考
え
る
と
、
本
当
に
良
い

仕
事
が
沢
山
あ
ゐ
。
仕
事
が
、
庖

主
が
待
っ
て
い
る
。

仕
事
の
な
い
人
、
家
庭
で
遊
ん

で
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
来
年
三

月
学
校
そ
卒
業
す
る
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
良
い
仕
事
に
就
職
さ
れ
る
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま

す
.

(
大
村
地
区
就
職
対
策
協
議
会

江
草
一
夫
)
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(四)

山一
一一三

一
れ
れ
れ
一民

間一一
一郎
町民日一一一一
一一一一昨一
一一
一
一
郎
一
日
一
日
町
長
一
紅
白
一
一
一
一
一
一
一
一
駅
伝
医
院
一
川
口
信
一長

一一一
一
一
一
一
一
院
叫
ん
い
い
一
民
主
一山

口
町
一一
一

一
伝
記
長
引
日
一
肝
心
民
主
一
一
一
一

一一一一一院一
七

長

引

が
れ…………
阿
古川

の
生
育
が
極
め
て
悪
く
な
り

ま
す
一

計

量

教

習

生

を

募

集

一関
で
す
。
な
お
、

詳
細
は
商
工
水

の
で
注
意
し
、
新
植
の
単
備
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